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BtoCビジネスに与える影響は大
ステルスマーケティング
規制案の概要と留意点

こ
の
記
事
の
エ
ッ
セ
ン
ス

●	ステマは、一般消費者に対して、他の利用者の「生の声」であるとの誤認を与えるも
のであり、一般消費者の自主的かつ合理的な選択を阻害する。
●従来、ステマに対する直接的な法規制は存在しなかったが、遂に、消費者庁は、
景表法に基づくステマ規制案を発表した。

●事業者は、制定されるステマ規制の内容等を踏まえて、ステマ防止策を講じる必要
がある。
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は
じ
め
に

た
と
え
ば
、「
乗
り
心
地
抜
群
」と
書
か

れ
た
自
動
車
の
広
告
と
、
自
動
車
に
つ
い

て「
乗
り
心
地
が
抜
群
で
し
た
」と
書
か
れ

た
第
三
者
の
口
コ
ミ
を
比
較
し
た
場
合
、

ど
ち
ら
の
内
容
に
よ
り
真
実
味
が
あ
る
と

感
じ
る
か
と
い
え
ば
、
後
者
だ
ろ
う
。
事

業
者
が
こ
の
よ
う
な
第
三
者
の
口
コ
ミ
等

の「
生
の
声
」を
装
っ
て
自
ら
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
」（
以
下
、「
商
品
等
」と
い
う
）

の
宣
伝
活
動
を
行
う
こ
と
を「
ス
テ
ル
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」（
以
下
、「
ス
テ
マ
」と

い
う
）と
い
う
。
ス
テ
マ
は
、
一
般
消
費

者
の
商
品
等
の
選
択
に
悪
影
響
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
、
従
来
か
ら
規
制
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
諸
外
国
と

比
較
し
て
ス
テ
マ
に
対
す
る
規
制
の
整
備

が
遅
れ
て
い
る
日
本
は
、「
ス
テ
マ
の
草
刈

り
場
」と
い
え
る
状
況
で
あ
る
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

今
般
、
消
費
者
庁
が
設
置
し
た「
ス
テ

ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
検
討

会
」は
、
ス
テ
マ
に
対
す
る
規
制
の
必
要

性
や
手
段
等
を
提
言
す
る
報
告
書（
以
下
、

「
ス
テ
マ
報
告
書
」と
い
う
）を
２
０
２
２

年
12
月
28
日
付
け
で
公
表
し
、
２
０
２
３

年
１
月
25
日
に
は
、
消
費
者
庁
が
、
当
該

報
告
書
に
基
づ
き
、「
不
当
景
品
類
及
び
不

当
表
示
防
止
法
」（
以
下
、「
景
表
法
」と
い

う
）の
告
示
案
お
よ
び
そ
の
運
用
基
準
案

を
公
表
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
開
始
し
た
⑴
。

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
遂
に
日
本
に
お
い
て

も
ス
テ
マ
に
対
す
る
直
接
の
規
制（
以
下
、

「
ス
テ
マ
規
制
」と
い
う
）が
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

近
年
、
消
費
生
活
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
市
場
が
著
し

く
拡
大
し
、
芸
能
人
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

等
を
使
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
も
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ス
テ
マ
規
制
の
導
入
が
Ｂ 

to 

Ｃ

事
業
者
に
与
え
る
影
響
は
少
な
く
な
い
と

考
え
る
。
本
稿
で
は
、
ス
テ
マ
の
問
題
点

や
現
行
法
上
の
規
制
を
整
理
し
、
ス
テ
マ

規
制
と
し
て
導
入
予
定
の
告
示
案
お
よ
び

運
用
基
準
案
の
概
説
、
そ
し
て
、
事
業
者

が
と
る
べ
き
ス
テ
マ
防
止
策
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

⑴　
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ス
テ
マ
の
概
要

⑴　
ス
テ
マ
と
は

「
ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」は
、

法
令
上
定
義
さ
れ
た
用
語
で
は
な
い
。

「
ひ
そ
か
に
」、「
内
密
に
」を
意
味
す
る
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「
ス
テ
ル
ス
」（stealth

）と
、「
宣
伝
広

告
」を
意
味
す
る「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

（m
arketing

）を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

で
あ
り
、
事
業
者
が
、
一
般
消
費
者
に
対

し
て
、
特
定
の
商
品
等
に
つ
い
て
、
当
該

商
品
等
の
広
告
で
あ
る
と
気
づ
か
れ
な
い

よ
う
に
宣
伝
活
動
を
行
う
こ
と
を
意
味
す

る（
い
わ
ゆ
る「
サ
ク
ラ
」や「
や
ら
せ
」も

ス
テ
マ
の
一
種
で
あ
る
）。
ス
テ
マ
報
告

書
１
頁
で
も
、「
広
告
主
が
自
ら
の
広
告
で

あ
る
こ
と
を
隠
し
た
ま
ま
広
告
を
出
稿
す

る
な
ど
」の
行
為
を「
ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」と
称
し
て
い
る
。

ス
テ
マ
は
大
き
く
２
つ
に
分
類
さ
れ

る
。
事
業
者
が
自
ら
表
示
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
第
三
者
が
表
示
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
誤
認
さ
せ
る「
な
り
す
ま
し

型
」と
、
事
業
者
が
第
三
者
に
金
銭
の
支

払
そ
の
他
の
経
済
的
利
益
を
提
供
し
て
表

示
さ
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

事
実
を
表
示
し
な
い「
利
益
提
供
秘
匿
型
」

で
あ
る
⑵
。

「
な
り
す
ま
し
型
」に
は
、
た
と
え
ば
、

口
コ
ミ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
事
業
者
が
一

般
消
費
者
に
な
り
す
ま
し
て
自
ら
の
商
品

等
に
つ
い
て
感
想
を
述
べ
る
よ
う
な
場
合

が
該
当
し
、「
利
益
提
供
秘
匿
型
」に
は
、

た
と
え
ば
、
事
業
者
が
報
酬
を
支
払
っ
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
当
該
事
業
者
の
商

品
等
を
推
奨
す
る
内
容
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
を

さ
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
投

稿
に
宣
伝
目
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
表

示
が
な
い
場
合
が
該
当
す
る
。

⑵　

日
本
弁
護
士
連
合
会
、
２
０
１
７
年
２
月
16
日
付
け

「
ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
規
制
に
関
す
る
意
見
書
」

２
頁
。

⑵　
ス
テ
マ
の
問
題
点

で
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
テ
マ
の
一
体
何

が
問
題
な
の
か
。
ま
ず
、
一
般
消
費
者
か

ら
す
る
と
、
広
告
は
事
業
者
の
商
品
等
の

宣
伝
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

あ
る
程
度
の
誇
張
や
誇
大
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
考
慮
の
う
え
、
そ
の
内
容
を
理

解
す
る
こ
と
に
な
る
⑶
。
他
方
で
、
事
業

者
と
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者
が
行
う
当

該
事
業
者
の
商
品
等
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
一
般
消
費
者
は
、
そ
の
よ
う
な
誇
張

や
誇
大
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
考
慮
に

入
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
広
告
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
抱
く
警
戒
心
を
何

ら
抱
か
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ

と
が
経
験
則
と
し
て
い
え
る（
ス
テ
マ
報

告
書
26
頁
参
照
）。
そ
の
た
め
、
広
告
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
告
で
あ
る
こ
と

を
隠
す
こ
と
は
、一
般
消
費
者
に
対
し
て
、

（
あ
る
程
度
の
誇
張
や
誇
大
が
含
ま
れ
る

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
）広
告
で
は
な
い

と
の
誤
認
を
与
え
、
一
般
消
費
者
の
商
品

等
の
自
主
的
か
つ
合
理
的
な
選
択
を
阻
害

す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
通
常
の

広
告
の
場
合
に
比
べ
て
ス
テ
マ
の
売
上
に

対
す
る
効
果
が
高
く
、
ス
テ
マ
を
行
う
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
一
方
で（
ス
テ
マ

報
告
書
９
〜
10
頁
）、
ス
テ
マ
は
一
般
消

費
者
の
誤
認
を
利
用
し
た
広
告
手
法
で
あ

る
か
ら
、
ス
テ
マ
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し

た
場
合
は
、
一
般
消
費
者
の
事
業
者
に
対

す
る
不
信
感
を
醸
成
す
る
こ
と
に
な
り
、

事
業
者
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
を

招
く
こ
と
に
な
る
。

日
本
で
は
、
複
数
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が

「
Ｐ
Ｒ
」等
と
明
記
せ
ず
に
映
画
の
感
想
を

漫
画
で
表
現
し
て「Tw

itter

」で
投
稿
し

た
事
例
や
、「TikTok

」の
運
営
会
社
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
対
価
を
支
払
っ
て
コ

ン
テ
ン
ツ
の
投
稿
依
頼
を
し
て
い
た
事
例

等
、
ス
テ
マ
の
疑
惑
が
あ
る
と
炎
上
し
、

メ
デ
ィ
ア
や
ニ
ュ
ー
ス
等
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
事
業
者
が
謝
罪
す
る
に
至
っ
た
過
去

事
例
が
記
憶
に
新
し
い
。

⑶　

旧
景
表
法
４
条
1
号（
※
現
在
の
景
表
法
５
条
１
号
）

の「
著
し
く
」の
解
釈
を
示
し
た
、
更
生
会
社
㈱
カ
ン

キ
ョ
ー
管
財
人
大
澤
誠
に
よ
る
審
決
取
消
請
求
事
件（
東

京
高
判
平
成
14
年
６
月
７
日
）は
、「
お
よ
そ
広
告
で
あ
っ

て
自
己
の
商
品
等
に
つ
い
て
大
な
り
小
な
り
賛
辞
を
語
ら

な
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、広
告
に
あ
る
程
度
の
誇
張
・

誇
大
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
と
社
会
一
般
に

受
け
止
め
ら
れ
て
い
て
、
一
般
消
費
者
の
側
も
商
品
選
択

の
上
で
そ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
」と
し
て
い
る
。

⑶　
ス
テ
マ
に
対
す
る
現
行
の
景
表

法
上
の
規
制

現
行
の
景
表
法
上
、
ス
テ
マ
は
、
優
良

誤
認
表
示（
景
表
法
５
一
）ま
た
は
有
利
誤

認
表
示（
景
表
法
５
二
）と
し
て
、
規
制
の

対
象
と
な
り
得
る（
次
頁
図
表
１
）。
消
費

者
庁
も
ス
テ
マ
が
優
良
誤
認
表
示
ま
た
は

有
利
誤
認
表
示
に
該
当
し
得
る
こ
と
を
従

来
か
ら
指
摘
し
て
い
る
⑷
。

実
際
に
、
消
費
者
庁
は
、
事
業
者
が
第

三
者
に
行
わ
せ
た
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
摂

取
す
る
だ
け
で
豊
胸
効
果
が
得
ら
れ
る
か

の
よ
う
な「Instagram

」の
投
稿（
ス
テ

マ
）が
優
良
誤
認
表
示
に
該
当
す
る
と
し

て
、
当
該
広
告
内
容
を
指
示
し
た
事
業
者

に
対
す
る
措
置
命
令
を
行
う（
㈱
ア
ク
ガ

レ
ー
ジ
お
よ
び
ア
シ
ス
ト
㈱
に
対
す
る
措

置
命
令（
２
０
２
１
年
11
月
９
日
消
費
者

庁
公
表
））等
、
過
去
に
ス
テ
マ
が
優
良
誤

認
表
示
に
該
当
す
る
と
し
て
規
制
を
行
っ

て
き
た
⑸
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に

つ
い
て
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
等
で
は
、
消
費

者
庁
に
よ
る
ス
テ
マ
の
規
制
事
例
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
規
制
は
、
広
告

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
告
で
あ
る
こ

と
を
隠
す
こ
と
の
み
に
着
目
し
て
、
す
な

わ
ち
、
ス
テ
マ
そ
れ
自
体
が
問
題
で
あ
る

こ
と
を
理
由
と
し
て
行
わ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
。
ス
テ
マ
の
対
象
と
な
っ
た
商
品
の

内
容
が
、
機
能
等
の
面
に
お
い
て
も
優
良

誤
認
ま
た
は
有
利
誤
認
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
規
制
の
理
由
と
し
て
い
る
。
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要
す
る
に
、
現
行
の
景
表
法
で
は
、
ス

テ
マ
に
対
す
る
直
接
的
な
規
制
は
存
在
せ

ず
、
そ
の
表
示
内
容
が
機
能
等
と
も
相

ま
っ
て
優
良
誤
認
表
示
ま
た
は
有
利
誤
認

表
示
に
該
当
し
な
い
限
り
、
規
制
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る（
図
表
２
）。日
本
が「
ス

テ
マ
天
国
」と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ

の
た
め
で
あ
る
。

⑷　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
消
費
者
取
引
に
係
る
広
告
表
⽰
に

関
す
る
景
品
表
⽰
法
上
の
問
題
点
及
び
留
意
事
項
」（
制
定

平
成
23
年
10
月
20
日
消
費
者
庁
）

⑸　

そ
の
他
、
㈱
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
対
す
る
措
置
命
令（
２
０
１
７

年
11
月
２
日
消
費
者
庁
公
表
）等
が
あ
る
。

景
表
法
５
条
３
号
に

基
づ
く
告
示
案

⑴　
規
制
導
入
の
背
景

前
述
の「
ス
テ
マ
の
問
題
点
」で
説
明
し

た
と
お
り
、
ス
テ
マ
は
、（
優
良
誤
認
表
示

ま
た
は
有
利
誤
認
表
示
に
該
当
す
る
か
に

か
か
わ
ら
ず
）一
般
消
費
者
に
広
告
で
は

な
い
と
の
誤
認
を
与
え
る
こ
と
で
、
一
般

消
費
者
の
商
品
等
の
自
主
的
か
つ
合
理
的

な
選
択
を
阻
害
し
て
お
り
、
こ
れ
は
景
表

法
の「
一
般
消
費
者
に
よ
る
自
主
的
か
つ

合
理
的
な
選
択
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
」を
規
制
す
る
と
い
う
目
的（
景
表

法
１
）に
反
す
る
。
そ
の
た
め
、
景
表
法

に
お
い
て
、
規
制
す
べ
き
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る（
ス
テ
マ
報
告
書
25
〜
26
頁
参

照
）。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
側
に
お
い
て
も
ス
テ

マ
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
は
な
い
こ
と

が
判
明
す
る
等
、
規
制
の
早
急
な
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
た（
ス
テ
マ
報
告
書
26
頁
）。

こ
の
よ
う
な
指
摘
等
を
含
む
ス
テ
マ
報

告
書
を
受
け
、
消
費
者
庁
は
、
２
０
２
３

年
１
月
25
日
、
景
表
法
5
条
3
号
に
基
づ

く
告
示
に
お
い
て
ス
テ
マ
を
新
た
に
不
当

表
示
と
し
て
指
定
す
る
た
め
の
告
示
案
お

よ
び
事
業
者
の
予
測
可
能
性
を
確
保
す
る

た
め
の
運
用
基
準
案
を
発
表
し
た
。

⑵　
景
表
法
５
条
３
号
お
よ
び
規
制

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

今
般
、
導
入
予
定
の
ス
テ
マ
規
制
は
、

景
表
法
の
法
律
改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
景
表
法
５
条
３
号
に

基
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
っ
て
告
示

と
し
て
指
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
景
表

法
５
条
３
号
は
、
複
雑
な
経
済
社
会
に
お

い
て
、
優
良
誤
認
表
示
お
よ
び
有
利
誤
認

表
示
だ
け
で
は
、
一
般
消
費
者
の
自
主
的

な
商
品
選
択
を
妨
げ
る
よ
う
な
表
示
す
べ

て
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
会
で
の
立
法
手
続
を
経
な
い
で

も
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
定
に
よ
り
柔
軟

か
つ
機
動
的
に
新
た
な
不
当
表
示
の
行
為

類
型
を
設
け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
河
野
太
郎
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
に
よ
れ
ば
告
示
は
今
年
度
中

（
２
０
２
３
年
３
月
ま
で
）に
指
定
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
施
行
時
期
は
明
ら
か
で
な

い
も
の
の
、
過
去
の
景
表
法
５
条
３
号
告

示
の
事
例
を
踏
ま
る
と
、
告
示
指
定
後
か

ら
３
カ
月
〜
６
カ
月
の
期
間
を
置
い
た
う

え
で
、
施
行
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

⑶　
告
示
案

導
入
予
定
の
告
示
案
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

「
事
業
者
が
自
己
の
供
給
す
る
商
品
又

は
役
務
の
取
引
に
つ
い
て
行
う
表
示
で

あ
っ
て
、
一
般
消
費
者
が
当
該
表
示
で
あ

る
こ
と
を
判
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
」

か
か
る
告
示
案
は
、
①「
事
業
者
が
自

己
の
供
給
す
る
商
品
又
は
役
務
の
取
引
に

つ
い
て
行
う
表
示
」で
あ
る
こ
と
、
②「
一

般
消
費
者
が
当
該
表
示
で
あ
る
こ
と
を
判

別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
」で
あ
る
こ
と
の
２
つ
の
要
件
に

分
け
ら
れ
る
。こ
れ
ら
の
要
件
に
つ
い
て
、

次
よ
り
、
運
用
基
準
案
に
沿
っ
て
説
明
す

る
。

（出所）　ステマ報告書掲載の図をもとに筆者作成

（図表２）　ステマに対する景表法の適用関係

優良誤認表示

有利誤認表示
優良誤認表示
有利誤認表示
のどちらにも
該当しない表示

※現行の景表法で
対応可能

※現行の景表法で
対応可能

※現行の景表法
で対応不可

（図表１）　優良誤認表示と有利誤認表示

優良誤認表示
→商品等の「内容について、一般消費者に対し、実際の
ものより著しく優良であると示」す表示（景表法５一）
ex.添加物不使用の醤油ラーメンと表示⇨実際は添加
物を使用

有利誤認表示
→商品等の「取引条件について、実際のもの・・・よりも
取引の相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認
される表示」（景表法５二）
ex.醤油ラーメンを「通常価格800円のところ今月限り
500円で販売」と表示⇨実際は普段当該醤油ラーメ
ンを800円で販売していない
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⑷　
運
用
基
準
案

①　
「
事
業
者
が
自
己
の
供
給
す
る
商

品
又
は
役
務
の
取
引
に
つ
い
て
行
う

表
示
」

運
用
基
準
案
に
よ
れ
ば
、
こ
の
要
件
に

該
当
す
る
の
は
、「
事
業
者
が
表
示
内
容
の

決
定
に
関
与
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で

あ
る
」と
さ
れ
て
い
る
⑹
。

単
純
に
事
業
者
が
第
三
者
の
ふ
り
を
し

て「
口
コ
ミ
」を
書
い
た
事
案（
前
述
の「
な

り
す
ま
し
型
」）や
、
利
益
提
供
秘
匿
型
の

う
ち
事
業
者
が
第
三
者
に
利
益
を
提
供
し

つ
つ
明
示
的
に「
口
コ
ミ
」を
依
頼
・
指
示

し
た
事
案
で
あ
れ
ば
、「
事
業
者
が
表
示
内

容
の
決
定
に
関
与
し
た
」と
し
て
規
制
の

対
象
に
な
る
の
は
い
わ
ば
当
然
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
判
断
が
微
妙
に
な
る

の
は
、
事
業
者
が
第
三
者
に
対
し
て
、
明

示
的
な
依
頼
や
指
示
よ
り
は
弱
い
、
何
ら

か
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
場
合
で
あ
る
。

一
体
、
ど
の
程
度
の
働
き
か
け
が
あ
れ
ば

規
制
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
運

用
基
準
案
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
図
表
３

の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

こ
の
点
、
た
と
え
ば
、
運
用
基
準
案
第

２
の
２
⑴
ア
で
は「
事
業
者
が
表
示
内
容

の
決
定
に
関
与
し
た
」に
該
当
し
な
い
場

合
の
具
体
例
と
し
て
、「
事
業
者
が
特
定
の

第
三
者（
例
え
ば
、
事
業
者
が
供
給
す
る

商
品
⼜
は
役
務
に
つ
い
て
会
員
制（
⼀
定

の
登
録
者
に
対
し
、
⼀
定
の
便
益
を
付
与

す
る
制
度
等
）を
設
け
て
い
る
場
合
に
お

け
る
会
員
）に
対
し
て
、
試
供
品
等
の
配

布
を
⾏
っ
た
結
果
、
こ
れ
ら
を
受
け
た
当

該
特
定
の
第
三
者
が
⾃
主
的
な
意
思
に
基

づ
き
表
⽰
を
⾏
う
場
合
」が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
図
表
３
の
考
慮
要
素
も
踏
ま
え

る
と
、
事
業
者
が
第
三
者
に
試
供
品
等
の

配
布
を
行
う
際
の
や
り
取
り
の
内
容（
た

と
え
ば
、
配
布
す
る
商
品
等
に
つ
い
て
、

売
れ
行
き
が
よ
く
な
れ
ば
何
ら
か
の
便

益
が
あ
り
得
る
こ
と
を
示
唆
す
る
等
）に

よ
っ
て
は
、「
事
業
者
が
表
示
内
容
の
決
定

に
関
与
」し
た
と
評
価
で
き
る
場
合
も
あ

り
得
る
と
考
え
る
。

②　
「
一
般
消
費
者
が
当
該
表
示
で
あ

る
こ
と
を
判
別
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」

運
用
基
準
案
に
よ
れ
ば
、
こ
の
要
件
該

当
性
に
つ
い
て
は「
一
般
消
費
者
に
と
っ

て
事
業
者
の
表
示
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
と

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
表
示
内
容
全
体

か
ら
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
」。
運
用
基

準
案
に
よ
れ
ば
、
一
般
消
費
者
に
と
っ
て

事
業
者
の
表
示
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
な

も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、「
広
告
」、「
宣

伝
」、「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」、「
Ｐ
Ｒ
」、「
Ａ

社
か
ら
商
品
の
提
供
を
受
け
て
投
稿
し
て

い
る
」と
い
っ
た
表
示
を
行
う
場
合
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
表
示
が
部

分
的
で
あ
っ
た
り
、
大
量
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
に
紛
れ
込
ん
で
い
た
り
す
る
場
合
等

は
、
一
般
消
費
者
に
と
っ
て
不
明
瞭
と
い

え
る
。

⑹　

景
表
法
５
条
の
表
示
主
体
の
解
釈
に
つ
い
て
判
示
し

た
ベ
イ
ク
ル
ー
ズ
判
決（
東
京
高
裁
平
成
20
年
５
月
23
日
）

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

規
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

影
響

ス
テ
マ
が
景
表
法
５
条
３
号
に
基
づ
く

指
定
告
示
に
該
当
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う

な
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
不

当
表
示
に
対
す
る
景
表
法
上
の
主
な
規
制

は
次
頁
図
表
４
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
う
ち
⑴
⒝
課
徴
金
納
付
命
令
お
よ
び

⑵
差
止
請
求
の
対
象
に
な
る
の
は
、
優
良

誤
認
・
有
利
誤
認
の
み
で
、
ス
テ
マ
は
、

⑴
⒜
措
置
命
令
の
対
象
と
な
る
の
み
で
あ

る
が
、
措
置
命
令
に
反
し
た
場
合
に
は
刑

事
罰
の
対
象
と
な
る
こ
と
に
留
意
が
必
要

で
あ
る
。

（図表３）　運用基準案の解説（抜粋）

●「事業者が第三者に対して表示を行うよう明示的に依頼・指示していない場
合」であっても「当該事業者が当該表示内容の決定に関与した」に該当する場
合についての考え方
・「当該事業者と当該第三者との間に当該事業者が当該第三者の表示内容
を決定できる程度の関係性があり、当該第三者の表示について、当該事
業者と当該第三者との間に当該第三者の自主的な意思による表示とは客
観的に認められない関係性がある場合」に「当該事業者が当該表示の決定
に関与した表示」とされる。
・「当該事業者と当該第三者との間に当該第三者の自主的な意思による表
示とは客観的に認められない関係性がある」かどうかの判断に当たって
は、「当該事業者と当該第三者との間の具体的なやり取り（例えば、メール、
口頭、送付状等の内容）、当該事業者における当該商品又は役務の主な
提供理由（例えば、宣伝する目的であるかどうか）、提供する商品又は役
務の内容（例えば、どのような商品又は役務を提供するのか）、当該事業
者と当該第三者の関係性の状況（例えば、過去に対価を提供した関係性
がどの程度続いていたのか、今後、対価を提供する関係性がどの程度続
くのか）等の実態も踏まえて総合的に考慮する。」

●「事業者が第三者に対して表示を行うよう明示的に依頼・指示していない場
合」であっても「当該事業者が当該表示内容の決定に関与した」に該当する具
体例
・事業者が第三者に対して、当該事業者の商品又は役務について表示して
もらうことを目的に、当該商品又は当該役務を無償で提供するなどの結
果として、当該第三者が当該事業者の目的に沿う表示を行うなど、当該
表示が当該第三者の自主的な意思による表示とは認められない場合
・事業者が第三者に対して、当該事業者の商品⼜は役務を表⽰することが、
当該第三者に経済上の利益をもたらすことを⾔外から感じさせたり、⾔
動から推認させたりする（例えば、SNSへの投稿を明⽰的に依頼しない
ものの、投稿すれば今後の取引の実現可能性に⾔及するか）などの結果
として、当該第三者が当該事業者の当該商品⼜は当該役務についての表
⽰を⾏うなど、当該表⽰が当該第三者の⾃主的な意思による表⽰とは客
観的に認められない場合等

（出所）　運用基準案第2の1（2）イから抜粋

Viewpoint
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広
告
主
で
あ
る
事
業
者
に

お
け
る
ス
テ
マ
防
止
策

ま
ず
は
、
自
社
が
主
体
で
あ
る
と
明
示

し
て
行
っ
て
い
る
も
の
以
外
の
広
告
宣
伝

活
動
の
有
無
や
内
容
に
つ
い
て
、
情
報
を

集
約
す
る
こ
と
が
第
一
歩
で
あ
ろ
う
。
そ

の
際
、
一
般
の
企
業
で
あ
れ
ば
、「
な
り
す

ま
し
型
」は
少
な
か
ろ
う
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
や
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
タ
ー
に
依
頼

し
て「
口
コ
ミ
」を
書
い
て
も
ら
う
と
い
っ

た
こ
と
は
、広
告
部
門
の
審
査
を
経
ず
に
、

（「
広
告
」と
の
意
識
す
ら
な
く
）営
業
部
門

限
り
の
予
算
・
判
断
で
行
っ
て
い
る
企
業

も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
こ
う
し
た
類
型

が
情
報
集
約
か
ら
漏
れ
な
い
よ
う
留
意
す

る
必
要
が
あ
る（
そ
の
意
味
で
、
情
報
集

約
の
さ
ら
に
前
段
階
と
し
て
、
関
係
部
署

へ
の
ス
テ
マ
規
制
の
内
容
の
周
知
も
必
要

に
な
ろ
う
）。

次
に
、
集
約
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
、

運
用
基
準
案
の
内
容
も
踏
ま
え
て
、
ス
テ

マ
に
該
当
す
る
の
か
整
理
し
、
す
で
に

行
っ
た
ス
テ
マ
が
あ
れ
ば
、
ス
テ
マ
規
制

の
施
行
前
に
早
急
に
削
除
等
の
対
応
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
今
後
新
た
に
行
う
表
示
に
つ
い

て
は
整
理
し
た
内
容
に
従
っ
て
ス
テ
マ
に

該
当
し
な
い
よ
う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
広
告

や
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
広
告
等
、
第
三
者
に

広
告
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
表

示
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、「
一
般
消
費

者
に
と
っ
て
事
業
者
の
表
示
で
あ
る
こ
と

が
明
瞭
」（
告
示
案
の
要
件
②
）な
表
示
と

な
っ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

加
え
て
、
広
告
を
委
託
す
る
第
三
者
と

の
契
約
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
、
景
表
法

上
の
不
当
表
示
を
行
わ
な
い
こ
と
を
義
務

と
し
て
明
記
す
る
、
不
当
表
示
が
発
覚
し

た
場
合
に
事
業
者
が
表
示
内
容
の
修
正
ま

た
は
削
除
を
求
め
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
、
不
当
表
示
が
発
覚
し
た
場
合
に
報
酬

を
返
還
す
る
ま
た
は
報
酬
を
請
求
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
規
定
を
設
け
る
等
の
手
当

て
を
し
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

広
告
代
理
店
や
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
サ
ー

ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
の
契
約
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
手
当
て
に
加
え
て
、
景
表

法
上
の
不
当
表
示
を
防
止
す
る
た
め
の
管

理
監
督
義
務
を
規
定
し
て
お
く
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。（
私
見
で
あ
る
が
）仮
に
事
業

者
の
意
に
反
し
て
ス
テ
マ
が
行
わ
れ
た
場

合
、
こ
の
よ
う
な
条
項
の
入
っ
た
契
約
の

存
在
自
体
が
、「
事
業
者
が
表
示
内
容
の
決

定
に
関
与
し
た
」（
告
示
案
の
要
件
①
）を

否
定
す
る
要
素
に
も
な
り
得
る
と
考
え

る
。こ

れ
ら
に
加
え
、
恒
常
的
な
対
応
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で
あ
っ
た

ス
テ
マ
が
違
法
と
な
る
こ
と
の
認
識
を
社

内
で
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
関
係
部
署
の

従
業
員
ら
対
し
継
続
的
に
研
修
を
行
う
と

と
も
に
、
社
内
ル
ー
ル
の
作
成
・
周
知
を

行
う
こ
と
も
必
要
に
な
ろ
う
。

さ
い
ご
に

今
般
導
入
予
定
の
ス
テ
マ
規
制
に
関
連

し
て
、
ス
テ
マ
の
概
要
か
ら
事
業
者
に
お

け
る
防
止
策
ま
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
概
説
し

た
。
こ
こ
に
書
き
切
れ
な
か
っ
た
議
論
も

存
在
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（図表４）　不当表示に対する景表法上の主な規制

⑴　行政処分
⒜　措置命令（景表法7①）
→不当表示の差止、再発防止策の実施、一般消費者
に生じた誤認の排除措置、今後同様の表示をしては
ならないことその他必要な事項を命ずる行政処分

※　違反した場合は罰則の対象となる（景表法36）
⒝　課徴金納付命令（景表法8①）
→課徴金対象期間（2016年4月1日〜現在）に取引をし
た不当表示対象商品等の売上額の3％を乗じた額の
課徴金の国庫への納付命令

⑵　差止請求（景表法30①）
→適格消費者団体による不当表示の停止、予防、一般
消費者への周知等の請求

金　竜貴（きむ・りょんぎ）
ひふみ総合法律事務所　アソシエイト弁護士
2015年岡山大学法学部卒業、2017年慶應義塾
大学法科大学院修了、2018年弁護士登録（71
期）、2019年〜2021年シティユーワ法律事務所、
2022年〜ひふみ総合法律事務所。
訴訟・紛争解決、消費者関連法、危機管理、韓
国法務、その他一般企業法務等の企業法務を主
要業務とする。

矢田　悠（やだ・ゆう）
ひふみ総合法律事務所　パートナー弁護士
2004年東京大学法学部卒業、2006年東京大学
法科大学院修了、2007年弁護士登録（60期）、
2007年〜 2018年森・濱田松本法律事務所、
2012年〜 2014年金融庁・証券取引等監視委員
会出向、2018年ひふみ総合法律事務所設立。
危機管理、当局対応（消費者庁、公正取引委員会、
金融庁、検察庁等）、訴訟・紛争解決、各種金
融規制対応、反社会的勢力対応等を主要業務と
する。
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